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挨拶や時間、服装容儀

などの指導を通して基

本的な生活習慣を確立

するとともに、外部人

材も活用して協調性や

コミュニケーション力

を身につけ、 豊かな人

間性と社会性を育む。

④

全教員が公開授業または研究授業

を行う。数字は６４％であった

が、ICT機器を用いた授業が昨年度

以上に多く見られるようになっ

た。校内研修会の開催など普及に

努め、わかりやすく魅力ある授業

づくりに取り組んでいく。

① 全教職員で協力し、時間の大切さ

を自覚させる一方、保護者との連

携を図りながら遅刻の減少を目指

すことで規範意識の高揚に努め

る。

生徒課

各学年

昨年度と同じ人数（２５人）で

あった。朝学習強化週間や徹底し

た遅刻指導、保護者との協力体制

構築などの取り組みを継続し、今

年度は遅刻常習者の行動改善に繋

がる取り組みを行っていきたい。

② 個人面談を充実させ、生徒の様子

を観察する。また、いじめ等の問

題には早期にいじめ問題対策委員

会（対策チーム）を中心に全教職

員で連携し、解決にあたる。

生徒課

教育相

談室

各学年

ＳＮＳ等に起因するいじめ等の問

題行動は前期に多かったが、後期

に入り減少した。家庭内のトラブル

に対しては、複数の外部機関と連

携して対応した。今年度も初期指

導を強化し、問題を未然に防ぐ努

力をしたい。

②

③ 家庭での学習習慣の定着をねらい

とする効果的な課題を与え、定期

テストと結びつけるなど計画的に

学習する習慣をつける。

７月、２月に調査

する。（教員によ

るアンケート）

７月、２月に調査

する。（教員によ

るアンケート）

教務課

各学年

各教科

重　点　目　標 具　体　的　取　組

校内で全ての教員が研究授業・公

開授業を行い、授業参観や校内外

での研修を通して、タブレット等

のＩＣＴ機器を活用した、より効

率的で効果的な授業を実践する。

教務課

情報課

各教科

①

「言語活動の充実」という共通の

テーマで生徒の学力向上に繋がる

より効果的な言語活動を授業実践

を中心に学校全体で行う。

教務課

各教科

学習意欲を向上させ、

個に応じた進路実現を

確かなものにするた

め、タブレット等の 

ICT 機器の利活用を進

めながら、主体的・対

話的で深い学び を実現

する授業実践に努め

る。

【努力指標】

年間を通し積極的にタブレット等

のＩＣＴ機器を活用して、よりわ

かりやすい授業実践を継続的に

行っている。

他の教員の授業や中学校の授業を参考にタブレット等の

ＩＣＴ機器を利活用して、積極的に授業改善を行ってい

ると答える教員の割合が

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

多くの授業で、生徒が他の生徒と

話し合ったり、自分の考えを発表

したりする場面が見られるように

なった。１月から、全国の優れた

実践授業を視聴できるサイトへの

登録を行った。これらも活用し、

継続して取り組んでいく。

【努力指標】

各教科で主体的・対話的で深い学

びに関する研究協議を持ち、授業

実践を行い、その成果を全教職員

で共有している。

言語活動の充実を意識して、主体的・対話的な授業実践

に取り組んでいる教員の割合が

Ａ　９５％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　７５％以上である

Ｄ　７５％未満である

７月、２月に調査

する。（生徒によ

るアンケート）

進路シラバスを作成し、内容を理

解させる。また、計画的なキャリ

ア教育を行うとともに個人面談を

継続的に行い、目標を明確化さ

せ、有意義な高校生活を送るよう

支援を行う。

進路指

導課

各学年

前年度７２％だったので、今年度

は外部人材を活用したキャリア教

育の行事の開催時期を調整し、

「総合的な探究の時間」とも連携

して、生徒が自らの進路について

考える機会を多く持たせたい。

【満足度指標】

本校でのキャリア教育が、探究的

に行われ、生徒が主体的に学べる

よう計画的かつ効果的に機能し、

進路目標が明確化している。

本校でのキャリア教育が、生徒の主体的な活動をとおし

て意義あるものとなっていると答える生徒の割合が

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　８０％以上である

Ｄ　８０％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、２月に調査

する。（生徒によ

るアンケート）

学年・教科の指導の効果が現れて

いない。学習習慣が定着するため

に、学ぶことの楽しさを体感する

ような授業を実践し、学習するこ

との意義を継続して伝えるととも

に、ICT等を活用して、家庭で学習

しやすい環境を整備する。

【成果指標】

各教科で計画的に週末課題を含む

課題を効果的に与え、その提出を

徹底させて、放課後学習を含めた

授業以外の学習時間の確保を図

る。

１日の学習時間（授業以外の学習時間）が２時間以上で

あると答える生徒の割合が

Ａ　５０％以上である

Ｂ　３０％以上である

Ｃ　１０％以上である

Ｄ　１０％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

年度末に調査す

る。

【満足度指標】

全職員が共通理解し、いじめ等の

問題なく生徒が安全で安心して学

ぶことができる教育環境になって

いる。

各課・学年と連携がとれて、いじめ等の問題を抱えた生

徒の早期把握と組織的対応がとれたと答える教員が、

Ａ　９５％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　７５％以上である

Ｄ　７５％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、２月に調査

する。（教員によ

るアンケート）

【成果指標】

年間を通じて遅刻５回以上の生徒

の割合が令和元年度を下回るよう

にする。

年間を通して遅刻５回以上の生徒の割合が

Ａ　１０％以下である

Ｂ　１２％以下である

Ｃ　１４％未満である

Ｄ　１４％以上である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

令和２年 度 　  自 己 評 価 計 画 書
石川県立金沢辰巳丘高等学校
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学校の魅力をさらに磨

き、生徒・保護者・地

域から信頼される学校

づくりを推進するた

め、校種間交流や地域

と連携した取り組みを

積極的に行い、 広報活

動を充実させる。

授業準備や自己研鑽の

時間を確保し、より質

の高い授業や個に応じ

た学習指導を行うた

め、学校や教員が担う

業務を整理し、実情に

合わせて業務 の役割分

担・適正化を図り、多

忙化改善に努める。

令和２年 度 　  自 己 評 価 計 画 書
石川県立金沢辰巳丘高等学校

重　点　目　標 具　体　的　取　組

学校からの通知や配付物が届いて

いないという保護者が多いので、

今年度もメール配信を充実させ対

応する。広報の充実とともに配付

物等が確実に保護者に届くように

生徒に伝えていく。

【満足度指標】

各コースの特色を活かした地域や

小中学校、大学等との交流活動等

について、その取り組みや内容が

保護者等にしっかりと伝ってい

る。

各種の交流活動が活発であり、広報活動を通して学校の

取り組みがよくわかると答える保護者の割合が

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

年度末に生徒課が

調査する。

７月、１２月に調

査する。（保護者

によるアンケ ー

ト）

② 地域や小中学校、大学等との交流

事業、学校行事など、本校の特色

ある教育活動の様子をホームペー

ジを通して積極的に外部に発信す

る。

総務課

各ｺｰｽ

３０回以上更新から全く更新しな

かったまで、教員間の差が大き

かった。今年度はホームページ等

の講習会を開き、その場で部活動

などの内容の更新を図るようにし

たい。

【努力指標】

各行事が終了するごとに情報の更

新を速やかに行う。各コースの特

色を活かした教育活動の取り組み

や、部活動等の様子がわかるよう

に内容を順次改善する。

分担する課や学年、部活動等のホームページの更新回数

は年３回以上であると答える教員が

Ａ　８５％以上である

Ｂ　７５％以上である

Ｃ　６５％以上である

Ｄ　６５％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、２月に調査

する。（教員によ

るアンケート）

① 地域及び小中学校、大学等との交

流活動や各種の情報紙等による広

報活動を通して、本校の教育活動

への理解と協力を促進する。

総務課

各ｺｰｽ

辰巳祭等の行事後のアンケートで

はほとんどの生徒が積極的に参加

したと答えている。他の行事や活動

にも生徒自身が企画・運営する場

面をつくり、充実感や達成感が得

られるよう工夫したい。

【満足度指標】

生徒が生徒会行事へ主体的に関わ

り、より積極的に参加し、充実

感・達成感を得ることができてい

る。

学校行事や生徒会活動に積極的に参加していると答える

生徒の割合が

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

③ 地域に根ざした学校づくりを推進

するため、生徒会が中心になり奉

仕活動を展開し、地域の方々と積

極的に関わる機会を増やす。

生徒課

各学年

生徒会、部活動、音楽専攻、美術

専攻の生徒を中心に近隣の学校や

施設を訪問し、各種ボランティア

活動をこれまで以上に積極的に

行った。金沢市の「金沢絆の日活

動」「雪かきボランティア」にも

積極的に参加したい。

【成果指標】

生徒のボランティアに対する意識

を高めるとともに、年間を通して

近隣地域での各種ボランティア活

動に取り組む機会を提供する。

生徒が近隣地域での各種ボランティア活動に参加する回

数が

Ａ　６５回以上である

Ｂ　５５回以上である

Ｃ　４５回以上である

Ｄ　４５回未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、２月に調査

する。（教員によ

るアンケート）

① 職員の働き方を考え、工夫して、

一人ひとりの子どもに丁寧に関わ

りながら、学習指導、生徒指導な

ど、各自の業務に専念できる環境

づくりを進める。

管理職

各課･室

各学年

学年毎に職員室が分散しており、

物理的に協力体制がとりづらい。

また、年々教員数が減少している

ため、１人が担う役割が徐々に増

えている。周りの人が担当している

業務を知り、業務負荷が高いとき

に助け合える環境をつくるなど、

学年・教科・課を超えて、お互いが

様々な形で連携しながら、業務の

平準化を図り、全員のワーク・ラ

イフ・バランスを実現するため

に、取り組んでいく。

【満足度指標】

全職員が計画的な業務の遂行を意

識し、教材等の共有を図るほか、

役割分担の見直しで業務の平準化

を行い、組織的な学校運営で時間

外勤務時間を減らす。

組織が有機的に機能していると答える教員が

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７５％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、２月に調査

する。（生徒によ

るアンケート）

④ 地域の方々や保護者とともに行う

行事の中で生徒一人ひとりが充実

感・達成感を得られるよう生徒自

らが主体的に企画・運営する。

生徒課

各学年


